
田にあた

挫作物に対する消役古の品質や安企‖:への意識は,近 年ますま

す増大している。このため,品質や安全性を維持し高めるために,

松幣から収触,そ して流通段階にキ:るまで, さまざまな技術開発

や適1にな作業!1lflljt他の実戯,流 旭チェーン神Pll・卜r佃iのjl_rtFl化

などの取り和!みがなされている1)たの安/Fに関,LFする柄旭につい

ては, 以前, 本鮎の別冊19(20(X;)で,「科学は食のリスクをど

こまで減らせるかJという特換を行つた。そこで,今“Jの特染では,

挫作物の品質41H!に,LIIし, 世i,t物や投打t,花井などの品質評価

とその向 にのためのよRり組みや,食品としての品質評価iについて,

Rlll"i家の方々に批‖いただき, とりまとめた。

す注初に, 挫lll物の111で, 市17〔への汗i! 旅々のこだわリカヽ大き↓切r

業と茶について取りliげた。茶に1用してはi片くから品質を各概評

和‖しようと↓ヽう,ルヽみ力甘などオとてきた力て, 邸r来″)おぃしさなど, ぱ村

部品質の評lMは理れている,こ こでは,イ【と野r業をrl比しなから,

|【要な品質項||とそれらの客ほとf14仲iへの取り科[みが丼打介されてい

る。特に,町 業と茶のばj方でlrtljLされる味評価についてはih質成

分とのi用連で1 また,茶 では,Vlli対象にならないが野紫では取要

な食感の評付1法について,い くつかの伊F究例が示されている,

次に,収 確後のドf果物のキ![質変十ヒと鮮度保持の‖打旭について'k

り11げた!Fi舛1物には,納 ,敵 をはじめ多くの成分が令まオしてお

|,,収般後, 多様な変化をする。|キ質低ドを抑えるためには、低

淋維持,,桁!1虻保持,旭 1にな環境ガスIJFl帥,丁 守〔な取り放い力増ほ要

である。エチレンはlf果物の鮮lrt.ll質納t持に大きな||夕糾を及ぼ

すので,注 意が必lAlである。

股近注目されているDNA品 質半けり1技術は,食 [lhやどセ産物の文

′j にヽ対する油rk者の信頼をllll:|力tし,fl成 杵lllを守るという意飛が

ある。ここでは,米 および米加lHiⅢⅢの,肝inrlゃPに地‖j投を防ぐため

のDNA判 別の方法とその応川例が紹介されている,DNA!|lifrl判

別技術は,分 r生物学の分蝉rにおける||)と'1歩の技術をサ̀川的分

野rに適川したものであり, その意味から, 今後も判別の迅速十ヒや

試料の微ht化といった技術の改史とヤ及力1必要とされる1

また,食 品の品質評価のIjlしい方法として,食 品索材から生じる

微弱光 (自発題微弱光やfヒ学発光, 比ルミネッセンス)を利川す

る品質辞r価千法についても取り上げた,サt体的には,白 推l121微明

発)ヒ耐ll lの米,ポ テト子ックス,結 煎ゴマ湖1などの辞複汗佃iへの

応川,|ヒ学発光によるr lr潤製造ど[岳1の熟1虻i平1‖やツパllTl子の機能

1■科‖4佃iへの応用1,比ルミネッセンスによる放rll線照射rth11の枕知

等について述べられている。

方,11た段協中での品質付Pllの方法として,投 FFl,特に水冊の

機能リモートセンシングによる耐1質船
lH!について取りJiげた。水

稲の生市において姓も'【要な指針は4・繁含イす率であり1従 来,葉

色板や控身空素】U定器,英 縦素計など力靖少断に用いられている。

また, これらの方法では多大な労力を必要とするので,人 ,1袖基

や航午機からのリモートセンシングが湖tHされているが,肌 llll時

期や柑度の点では町題がある。ここでは,lml171脇から傘+方視執11レし

たデジタルカメラドllrftを川いて,そ の場で胸但に水冊の生市診ul

をlFう近接リモートセンシングシステムが紹介されている。この

システムは,術 ,「4・航空機では挽】彬できない監大時にも診脚F可|セ

であるっ

さらにllt近,脱 先端挫雅として湖:日されている!|:場理生産方式

(1点物可:場)について,田 よ先)と区|であるオラングのグリーンハ

ウスオートメーションを例に,機 特のFI助十ヒやⅢlli質付Pl!,そして

州境対策という慨点から榊介されている。化,1,特に鉢花械培で

は,党 イヽ出動化に近いシステユ、が導入されており,生 産性の向上

とキh質1lPlにF〔献している。また,パ ラなどの切り花や トマトな

どの果紫rrlのFi効|ヒと!1品質竹Pl!についても述べられている,鼎 境

対般のmiでも, オランタ
'で
は粘養液織培に川いた廃ヤ々の術騨利川

のシステムがlllli立しており, また投近では,竹 エネルギーから
‐

歩)とんだ,太 陽比口1川のエネルギー側出アは林イtのけ出発や地域での

エネルギーの術Ftl神1川. またC()2のゼロエミッションヘのル(み

が行わオtている,こ れらは,今 後,ロ イミにおけるfrl物に場の開発

と昨'そにとってたいへん参ちになる|


